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Ｗｉｔｈコロナ３年目 令和４年度が終了しました
～保護者・地域の皆様 １年間ありがとうございました～

２１日（月）の修了式をもって、令和４年度（２０２２年度）が終わりました。今年度
は、第７波、第８波の影響を受け、様々な制約がありましたが、感染拡大防止対策をしな
がら今年度の学校運営を進めることができました。
修了証をもらった１、２年生は、緊張感の中にも進級への意気込みが感じられる立派な

態度で修了式に臨んでいました。
保護者の皆様、地域の皆様には、今年度も本校を支えていただき、本当にありがとうご

ざいました。これまでのご理解、ご協力に深く感謝申し上げます。来年度もよろしくお願
いいたします。

１年代表 白川 泰士さん ２年代表 布谷 涼太さん

今年度の定期人事異動により、９人の方とお別れすることになりました。本日２８日
（火）に離任式が行われました。離任、退職する教職員からのメッセージをご覧ください。

【教頭 樋口 慎一】 大館市立矢立小学校へ
２回目の母校での教師生活はあっという間に過ぎてしまいました。後輩のみなさんと共

に過ごすことができて本当に嬉しかったです。卒業生も、在校生も「東中生」というプラ
イドを忘れずに、さらに活躍することを願っています。
保護者の皆さん、地域のみなさんにも大変お世話になりました。これからも「東中応援

団」として支えてくださるよう、よろしくお願いします。

【３Ａ担任 北林 誠子】 大館市立南中学校へ
何気ない日常の大切さを実感した３年間。あっという間でした。これからも、どんな状

況でも、「今」を楽しみ、全力で向かっていきましょう。これからの更なる飛躍を期待し
ています。今までありがとうございました。
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【１Ｄ担任 堀井 崇仁】 大館市立第一中学校へ
人は様々なことを忘れていってしまう生き物だと思います。しかし、決して忘れること

のできない大切な思い出を、東中学校にてたくさんつくることができました。２年という
短い間でしたが、東中生の皆さん、並びに保護者の皆さん、地域の方々に大変お世話にな
りました。ありがとうございました。

【３年部所属 板垣 瞳】 ご退職
約２年、東中学校で過ごした日々は、私にとって大変思い出深いものとなりました。こ

こでの思い出は、私の中でいつまでも温かな光を放ち、これからどんなことがあっても私
を支え、励ましてくれると信じています。これまで支えてくださった皆様、本当にありが
とうございました。

【２Ｂ担任 小澤 拓樹】 秋田市立御野場中学校へ
１年間という短い期間でしたが、保護者の皆様をはじめとする多くの方々に支えていた

だきながら１年間を過ごすことができました。これから訪れる４月は、一人一人が新たな
環境に飛び込んでいく季節となります。不安や心配なこともたくさんあると思いますが、
その先にきっと明るい日々が待っていると思って頑張ってくほしいと思います。１年間、
大変お世話になりました。ありがとうございました。

【２年部所属 小林 星也】 大館市立北陽中学校へ
東中学校の保護者の皆様、生徒のみなさん、同じ職場の先生方、周りにいるたくさんの

方々の支えのおかげで一年間頑張ることができました。私自身も、東中生が成長するため
の支えとなれるように、熱意を持って部活動指導や授業を頑張りました。東中生の活躍を
期待しています！特に女子バレーボール部、期待大！！本当にありがとうございました。

【１年部所属 中田 敦子】 ご退職
６月からなかなかの濃い時間を過ごさせていただきました。新型コロナウイルスと闘い

ながら、元気に学校生活を送っている東中生の姿はまぶしく輝いていました。みなさんど
うかお体だけは大切に。保護者の皆さん、地域の皆さん、どうもありがとうございました。

【２年部所属 松下 光夫】 ご退職
２学期の途中から勤め始めて、２年生全員への授業は、重い責任を感じました。実力の

ある生徒へはもっと高いレベルをめざすよう、基礎力が不足している生徒へはbe動詞の大
切さを知ってもらうよう心がけました。それぞれの生徒が「自己実現」に向かって努力す
ることを願っています。

【教育支援員 田村 徳秋】 大館市立第一中学校へ
東中に３年間お世話になりました。生徒の皆さんの元気な声と、楽しい語らいはよい思

い出になりました。また、先生方には温かい言葉をかけていただきました。本当にありが
とうございました。

令和５年度から「男女混合名簿」を採用します
令和４年４月１日に「秋田県多様性に満ちた社会づくり基本条例」が施行されまし

た。条例の趣旨を尊重し、東中でも「男女混合名簿」を採用します。新学級発表は男

女混合名簿で掲示します。また、出席番号が男女５０音順になることに伴い、下足箱、

座席等も男女混合になります。しかし、男女別でなければ支障が出ることが想定され

る事項に関しては、これまで通り男女別になります。


